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令和２年度市民参加手続の実施予定に対する総合評価について（答申） 

 

令和２年４月２４日付で諮問を受けた標記の件について、次のとおり答申します。 

 

令和２年度市民参加手続の実施予定について、２回の書面会議を開催し、各委員の意見

を答申としてまとめました。 

市から示された令和２年度市民参加手続の実施予定によれば、１０個の計画策定等の施

策に対して１４の市民参加手続が予定されております。このうち３つの事案については、

２つ以上の市民参加手続が実施されることとなっており、広く市民の意見を聞き、取り入

れた中で審議を進めていくという姿勢が認められます。 

また、審議会等の市民公募委員について、今年度は１２の審議会等で募集を予定してい

ます。このうち１１の審議会等で、複数の市民公募委員を選任する予定となっており、市

民参加を推進する姿勢の現われと評価できます。委員の公募に当たっては、市民の積極的

な応募が図られるよう募集方法を工夫するとともに、委員の選任においては、応募者の居

住地域、年齢、性別等を考慮し、より幅広い市民の意見を取り入れられるよう努めていた

だくことを要望します。 

今年度に関しては、新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から、審議会等や意見交

換会といった市民が集まる市民参加手続の実施が困難な状況になっています。これらの実

施に当たっては、開催時期を再考するとともに、書面開催や他の手法への代替を検討する

など、市民の安全に配慮したうえで市民参加の推進が図られることを望みます。また、こ

のような状況下で、医療や福祉などの健康にかかわる審議会等においては、本市の現状や

取り組み方針について市民と情報共有を図り、また市民の意見を聴取する機会として活用

することも重要であると考えます。 

以上、市は今後も改善の意識を持ち、市民参加の推進に努めていただくことを要望いた

します。 
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